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1. 計算方法が分かれば、あとは微分に注意するだけです。例えば次の通り。
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2. t ≥ 0より、接線ベクトルとその大きさは次の通り。
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あとは公式に当てはめて計算するのみ。
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(b) まず、スカラー場 φの曲線 C 上での値を求めておく。
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したがって次の通り。∫
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(c) 曲線 C 上でのベクトル場と接線ベクトルの内積は次のようになる。
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したがって接線線積分は次の通り。∫
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3. 式を変形し z = 2x + 4y − 4を得る。ここで z ≤ 0であるから、2x + 4y − 4 ≤ 0である。

したがって 0 ≤ x ≤ 2 − 2y であり、また 0 ≤ y ≤ 1 である。(y が 1 より大きくなると、

2− 2y ≤ 0となり、0 ≤ x ≤ 2− 2y を満たす xは存在しない。)
(a) 2つの変数を x, y とすると、曲面は次のベクトル方程式で表わせる。

r(x, y) = (x, y, 2x+ 4y − 4) (0 ≤ x ≤ 2− 2y, 0 ≤ y ≤ 1)
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であるから、単位法線ベクトル nは次の通り。
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面積は公式通り計算すると求まる。
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(b) 条件を満たす単位法線ベクトル nは
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また曲面上のベクトル場と nの内積は
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